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ワールド開発工業株式会社の株式譲渡について 

 

 

株式会社新生銀行（東京都中央区、代表取締役社長 工藤 英之）の、事業承継支援を目的とする投資専門

子会社である新生事業承継株式会社（東京都中央区、代表取締役 塚越公志、以下「新生事業承継」）は、事業

承継支援を目的として保有しておりました、ワールド開発工業株式会社（長野県長野市、代表取締役社長 高野 

博勝、以下「WKK」）の全保有株式について、共同で同社株式を保有している株式会社アクティオ（東京都中央区、

代表取締役会長兼 CEO 小沼光雄、以下「アクティオ」）に 2021 年 9 月末付で譲渡しましたので、お知らせします。 

 

WKK は、国内新設舗装工事、路盤再生工事のほか、ODA 案件における開発途上国等の道路建設工事を手掛

けるグローバル企業です。約 3,000 台におよぶ多種多様な大型特殊重機を保有し、さまざまな現場環境においても機

動的に対応可能であり、道路舗装工事専門会社として約 50 年にわたり、国内外の道路インフラ整備などで社会に貢

献してきました。 

 

WKK に対する投資は、新生事業承継の第 1 号案件として、2020 年 9 月にアクティオと共同で実行しました。以降、

WKK の企業価値向上と円滑な事業承継に向けた組織的経営体制の整備を目標に掲げ、新生銀行グループが有す

るM&Aや事業承継に関する金融ノウハウと、アクティオが建設機械レンタル事業で培った事業ノウハウを融合し、WKK、

アクティオ、新生銀行グループが三位一体となって業務拡充および組織構造の変革に取り組んでまいりました。 

 

それらの取り組みが功を奏し、WKKの業績は順調に推移しており、今後も更なる業容拡大が見込める状況に達した

こと、および、組織的経営体制整備が十分に進捗したことから、今般、新生銀行グループとしての事業承継支援に目

途がついたと判断し、WKK の今後の更なる飛躍に向けたパートナーとして最適なアクティオへ全株式を譲渡することとし

ました。 

 

新生銀行グループは、今後も新生事業承継を中心として、後継者不在問題を抱えるさまざまな業種業態の中堅

中小企業に対し、バイアウト投資等を通じた経営支援に積極的に取り組むことで、事業承継課題の解決に貢献してま

いります。 

  

N E W S  R E L E A S E  



【ワールド開発工業株式会社の概要】 

名 称 ： ワールド開発工業株式会社 

所 在 地 ： 長野県長野市若穂綿内 7484 

代 表 者  ： 代表取締役社長 高野 博勝 

事業内容 ： 道路新設舗装工事、路盤再生工事など 

設 立 日 ： 1970 年１月 2１日 

資 本 金 ： 2,000 万円 

 

 

【株式会社アクティオの概要】 

名 称 ： 株式会社アクティオ 

所 在 地 ： 東京都中央区日本橋 3 丁目 12 番 2 号朝日ビルヂング 7 階 

代 表 者 ： 代表取締役会長兼 CEO 小沼 光雄 

事業内容 ： 建設機械レンタル 

設 立 日 ： 1967 年１月 10 日 

資 本 金 ： 5 億円 

 

 

【新生事業承継株式会社の概要】 

名 称 ： 新生事業承継株式会社 

所 在 地 ： 東京都中央区日本橋室町二丁目 4 番 3 号 

代 表 者 ： 代表取締役 塚越 公志 

事業内容 ： 事業承継支援を目的とする投資 

設 立 日 ： 2020 年 3 月 4 日 

資 本 金 ： 1,000 万円 

 

 

 

以 上 

 

 

 

お問い合わせ先 

         新生銀行 グループ IR・広報部 

   下村、紀、伊佐 

Shinsei_PR@shinseibank.com 
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